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平
成
十
七
年

三
月
三
十
日

(

水
曜
日)

号
外
第
三
十
三
号

目

次

訓

令

○
行
政
経
営
推
進
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人

事

課)

…

�

○
県
境
再
生
対
策
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)

…

�

○
原
子
力
施
設
安
全
検
証
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)

…

�

○
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
推
進
東
京
連
絡
事
務
所
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
訓
令

(

同

)

…

�

○
あ
お
も
り
の

｢

冬
の
農
業｣

推
進
チ
ー
ム
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
訓
令

(

同

)

…

�

○
青
森
県
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
訓
令

(

同

)

…

�

○
青
森
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(
同

)

…

�

○
技
能
職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(
同

)

…

�

○
診
療
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)
…
��

○
危
険
作
業
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)
…
��

○
職
員
の
日
額
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)

…
��

○
青
森
県
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)

…
��

訓

令

青
森
県
訓
令
甲
第
九
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

行
政
経
営
推
進
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

行
政
経
営
推
進
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

行
政
経
営
推
進
室
設
置
規
程

(

平
成
十
三
年
十
二
月
青
森
県
訓
令
甲
第
四
十
三
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

特
別
対
策
局｣

を

｢

総
務
部｣

に
改
め
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

推
進
室
の
担
当
次
長)

第
五
条

総
務
部
の
次
長
の
う
ち
人
事
課
に
係
る
事
務
を
整
理
す
る
次
長
は
、
部
長
を
補
佐
し
、
推

進
室
に
係
る
事
務
を
整
理
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
訓
令
甲
第
十
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

県
境
再
生
対
策
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

県
境
再
生
対
策
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

県
境
再
生
対
策
室
設
置
規
程

(

平
成
十
五
年
九
月
青
森
県
訓
令
甲
第
四
十
五
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

特
別
対
策
局｣

を

｢

環
境
生
活
部｣

に
改
め
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

対
策
室
の
担
当
次
長)

…
…
…
…
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…
…
…
…
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第
五
条

環
境
生
活
部
の
次
長
の
う
ち
環
境
政
策
課
に
係
る
事
務
を
整
理
す
る
次
長
は
、
部
長
を
補

佐
し
、
対
策
室
に
係
る
事
務
を
整
理
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
訓
令
甲
第
十
一
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

原
子
力
施
設
安
全
検
証
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

原
子
力
施
設
安
全
検
証
室
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

原
子
力
施
設
安
全
検
証
室
設
置
規
程

(

平
成
十
五
年
九
月
青
森
県
訓
令
甲
第
四
十
六
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

特
別
対
策
局｣

を

｢

企
画
政
策
部｣

に
改
め
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

検
証
室
の
担
当
次
長)

第
五
条

企
画
政
策
部
の
次
長
の
う
ち
政
策
調
整
課
に
係
る
事
務
を
整
理
す
る
次
長
は
、
部
長
を
補

佐
し
、
検
証
室
に
係
る
事
務
を
整
理
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
訓
令
甲
第
十
二
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
推
進
東
京
連
絡
事
務
所
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
推
進
東
京
連
絡
事
務
所
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
推
進
東
京
連
絡
事
務
所
設
置
規
程

(

平
成
十
六
年
三
月
青
森
県
訓
令
甲
第
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中

｢

応
じ｣

の
下
に

｢

総
括
副
参
事
、
副
参
事
、｣

を
加
え
、
同
条
中
第
六
項
を

第
八
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加

え
る
。

２

総
括
副
参
事
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
事
項
に
関
す
る
企
画
、
調
査
及
び
立

案
に
関
す
る
事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

３

副
参
事
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
事
項
に
関
す
る
企
画
、
調
査
及
び
立
案
に

関
す
る
事
務
を
整
理
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
訓
令
甲
第
十
三
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

あ
お
も
り
の

｢

冬
の
農
業｣

推
進
チ
ー
ム
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

あ
お
も
り
の

｢

冬
の
農
業｣

推
進
チ
ー
ム
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

あ
お
も
り
の

｢

冬
の
農
業｣

推
進
チ
ー
ム
設
置
規
程

(

平
成
十
三
年
十
二
月
青
森
県
訓
令
甲
第
四

十
五
号)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中

｢
農
産
園
芸
課｣

を

｢

畜
産
課｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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青
森
県
訓
令
甲
第
十
四
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

青
森
県
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程

(

昭
和
三
十
八
年
四
月
青
森
県
訓
令
甲
第

七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
号
中

｢

第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条｣

を

｢

第
十
五
条
ま
で｣

に
改
め
る
。

別
表
中

｢

を
｣

｢

に
、

｣
｢

｣

を｢
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一
日
、
半
日
又
は
一
時
間
(

勤
務

時
間
が
正
職
員
の
例
に
よ
ら
な
い

職
員
に
あ
つ
て
は
、
一
日
又
は
一

時
間

一
日
、
半
日
又
は
一
時
間

職
員
が
結
婚
す
る
場
合
に
与
え
ら

れ
る
休
暇

女
子
職
員
が
生
後
満
一
年
六
月
に

達
し
な
い
生
児
を
育
て
る
場
合
又

は
男
子
職
員
が
生
後
満
一
年
六
月

に
達
し
な
い
生
児
を
育
て
る
場
合

(

当
該
職
員
の
妻

(

届
出
を
し
な

職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
の
適

用
を
受
け
る
職
員
の

例
に
よ
る
。

六
十
分

い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。)

が
当

該
生
児
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
を
除
く
。)

に
与
え
ら
れ
る

休
暇

女
子
職
員
が
生
理
日
に
お
い
て
勤

務
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
場
合
に
与
え
ら
れ
る
休
暇

一
日
、
半
日
又
は
一

時
間

(

勤
務
時
間
が

正
職
員
の
例
に
よ
ら

な
い
職
員
に
あ
つ
て

は
、
一
日
又
は
一
時

間)

職
員
が
結
婚
す
る
場
合
に
与
え
ら

れ
る
休
暇

八
週
間

(

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
十
四
週
間)

以
内
に
出

産
す
る
予
定
で
あ
る
女
性
職
員
が

申
し
出
た
場
合
に
与
え
ら
れ
る
休

暇女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合
に
与

え
ら
れ
る
休
暇

生
後
満
一
年
六
月
に
達
し
な
い
子

を
育
て
る
た
め
女
性
職
員
が
申
し

出
た
場
合
又
は
男
性
職
員
が
生
後

満
一
年
六
月
に
達
し
な
い
子
を
育

て
る
場
合

(

当
該
職
員
の
妻

(

届

出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。)

が
当
該
子
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
の
適

用
を
受
け
る
職
員
の

例
に
よ
る
。

六
十
分
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る
場
合
を
除
く
。)

に
与
え
ら
れ

る
休
暇

生
理
日
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
女
性
職
員

が
申
し
出
た
場
合
に
与
え
ら
れ
る

休
暇

一
日
、
半
日
又
は
一

時
間

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子(

配
偶
者
の
子
を
含
む
。)

を
養
育
す
る
職
員
が
、
そ
の
子
の

看
護

(

負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か

か
つ
た
そ
の
子
の
世
話
を
行
う
こ

と
を
い
う
。)

の
た
め
勤
務
し
な

い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
与
え
ら
れ
る
休
暇

五
日
に
当
該
任
用
期

間
の
月
数
を
乗
じ
、

十
二
で
除
し
て
得
た

日
数

(
勤
務
時
間
が

正
職
員
の
例
に
よ
ら

な
い
職
員
に
あ
つ
て

は
、
四
十
時
間
に
当

該
職
員
の
一
週
間
当

た
り
の
勤
務
時
間

(

当
該
勤
務
時
間
に

一
時
間
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
こ
れ
を
切
り

上
げ
た
時
間)

を
四

十
時
間
で
除
し
て
得

た
数
を
乗
じ
て
得
た

時
間
数
に
当
該
任
用

期
間
の
月
数
を
乗
じ
、

十
二
で
除
し
て
得
た

時
間
数)

(

一
日
又

は
一
時
間
未
満
の
端

数
は
、
切
り
捨
て
る
。)

職
員
が
親
族
の
喪
に
服
す
る
場
合

に
与
え
ら
れ
る
休
暇

職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
の
適

用
を
受
け
る
職
員
の

例
に
よ
る
。

一
日
、
半
日
又
は
一

時
間

(

勤
務
時
間
が

正
職
員
の
例
に
よ
ら

な
い
職
員
に
あ
つ
て

は
、
一
日
又
は
一
時

間)

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子(

配
偶
者
の
子
を
含
む
。)

を
養
育
す
る
職
員
が
、
そ
の
子
の

看
護

(

負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か

か
つ
た
そ
の
子
の
世
話
を
行
う
こ

と
を
い
う
。)

の
た
め
勤
務
し
な

い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
与
え
ら
れ
る
休
暇

職
員
が
親
族
の
喪
に
服
す
る
場
合

に
与
え
ら
れ
る
休
暇

職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
の
適

用
を
受
け
る
職
員
の

例
に
よ
る
。

一
日
、
半
日
又
は
一

時
間

職
員
の
保
護
す
る
乳
幼
児
が
母
子

保
健
法

(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百

四
十
一
号)

第
十
二
条
若
し
く
は

第
十
三
条
に
規
定
す
る
健
康
診
査
、

学
校
保
健
法

(

昭
和
三
十
三
年
法

律
第
五
十
六
号)

第
四
条
に
規
定

す
る
健
康
診
断
又
は
予
防
接
種
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八

号)

第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
結

核
予
防
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律

一
日
、
半
日
又
は
一

時
間

(

勤
務
時
間
が

正
職
員
の
例
に
よ
ら

な
い
職
員
に
あ
つ
て

は
、
一
日
又
は
一
時

間)



� �

｣

を｢

｣

に
改
め
、
同
表
の
備
考
一
中

｢

場
合
に
与
え
ら
れ
る
休
暇｣

の
下
に

｢
(

以
下

｢

子
の
看
護
休
暇｣

と
い
う
。)

｣

を
加
え
、
同
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四

期
限
付
臨
時
職
員

(

十
五
日
未
満
の
職
員
を
除
く
。)

及
び
育
児
休
業
代
替
臨
時
職
員
の

う
ち
勤
務
時
間
が
正
職
員
の
例
に
よ
ら
な
い
職
員
が
子
の
看
護
休
暇
を
使
用
し
た
場
合
に
お

い
て
、
一
回
の
勤
務
時
間
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
す
べ
て
を
勤
務
し
な
か
っ
た
と
き

又
は
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
う
ち
、
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
以
上
の

時
間
を
勤
務
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
子
の
看
護
休
暇
を
一
日
使
用
し
た
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
改
正
前
の
青
森
県
非

常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
別
表
に
規
定
す
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子

(

配
偶
者
の
子
を
含
む
。)

を
養
育
す
る
職
員
が
、
そ
の
子
の
看
護

(

負
傷
し
、
又
は
疾

病
に
か
か
っ
た
そ
の
子
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
い
う
。)

の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
与
え
ら
れ
る
休
暇

(

以
下

｢

子
の
看
護
休
暇｣

と
い
う
。)

を
使
用
し

た
同
規
程
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
限
付
臨
時
職
員

(

十
五
日
未
満
の
職
員
を
除
く
。)

及
び
育
児
休
業
代
替
臨
時
職
員
の
う
ち
勤
務
時
間
が
正
職
員
の
例
に
よ
ら
な
い
職
員
で
あ
っ
て
、

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
任
用
さ
れ
て
い
る
職
員
の
当
該
使
用
し
た
子
の
看
護
休
暇
に
つ
い
て

は
、
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
す
べ
て
を
勤
務
し
な
か
っ
た
と
き
又
は
一
回
の

勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
う
ち
、
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
以
上
の
時
間
を
勤
務
し
な

か
っ
た
と
き
は
、
勤
務
し
な
か
っ
た
一
回
の
勤
務
に
つ
き
一
日
の
改
正
後
の
同
規
程
別
表
に
規
定

す
る
子
の
看
護
休
暇
を
使
用
し
た
も
の
と
み
な
す
。

青
森
県
訓
令
甲
第
十
五
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

青
森
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
職
員
服
務
規
程

(

昭
和
三
十
六
年
九
月
青
森
県
訓
令
甲
第
二
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢

第
七
条
の
三｣

を

｢

第
七
条
の
五｣

に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中

｢

前
三
項｣

を

｢

前
各
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三

項
中

｢

前
二
項｣
を

｢

前
三
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
又
は
介
護
を
行
う
た
め
に
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例

(

平
成
七
年
七
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号)

及
び
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
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第
九
十
六
号)

第
十
三
条
第
四
項

に
規
定
す
る
予
防
接
種
を
受
け
る

場
合
で
、
当
該
職
員
の
介
助
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
与
え
ら

れ
る
休
暇

職
員
の
保
護
す
る
乳
幼
児
が
母
子

保
健
法

(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百

四
十
一
号)

第
十
二
条
若
し
く
は

第
十
三
条
に
規
定
す
る
健
康
診
査
、

学
校
保
健
法

(

昭
和
三
十
三
年
法

律
第
五
十
六
号)

第
四
条
に
規
定

す
る
健
康
診
断
又
は
予
防
接
種
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八

号)

第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
結

核
予
防
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律

第
九
十
六
号)

第
十
三
条
に
規
定

す
る
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
で
、

当
該
職
員
の
介
助
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
と
き
に
与
え
ら
れ
る
休
暇

一
日
、
半
日
又
は
一

時
間



� �
(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

の
規
定
に
よ
る
早
出
遅
出
勤
務
を
す
る
職
員
の
勤
務
時

間
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

二

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で

第
四
条
の
二
の
見
出
し
中

｢

職
員
の｣

の
下
に

｢

早
出
遅
出
勤
務
並
び
に｣

を
加
え
、
同
条
中

｢
(

平
成
七
年
七
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号)

｣

及
び｢

(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

｣

を
削
り
、

｢

に
よ
る｣
の
下
に

｢

早
出
遅
出
勤
務
又
は｣

を
加
え
る
。

第
三
章
中
第
七
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(

修
学
部
分
休
業)

第
七
条
の
四

職
員
は
、
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
七
年
三
月
青
森
県
条
例

第
一
号)

第
二
条
第
二
項
の
教
育
施
設
に
お
け
る
修
学
の
た
め
、
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
修
学
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
修
学
部
分
休
業
承
認
申
請
書

(

第
二
号
様
式
の
八)

に
よ
り
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

修
学
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
当
該
修
学
部
分
休
業
の
承
認
に
係
る
教
育
施
設
を
退
学

し
、
休
学
し
、
又
は
そ
の
授
業
を
欠
席
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
修
学
状
況
変
更
等

届

(

第
二
号
様
式
の
九)

に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

高
齢
者
部
分
休
業)

第
七
条
の
五

職
員
は
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
高
齢
者
部
分
休
業
承
認
申
請
書

(

第
二
号
様
式
の
十)

に
よ
り
知
事

に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
中

｢

第
八
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
八
条
の
三
第
一
項｣
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
の
七
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。
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